
宇陀宇陀××エストニアプロジェクトエストニアプロジェクト

中速中型自動配送ロボット
� 実装共創会議を開催

子どもたちの挑戦や学びが、少しずつ地域にも広がり始めています。市内では、地域・企業・大学など、
立場の垣根を越えて関わり合う場面が増えてきました。小さな一歩がつながるたびに、新しい可能性が生まれ
ています。そのひとつひとつの動きを大切にしながら、子どもも大人も、そして地域全体も、ともに育ってい
くまちへ、その歩みを、市民の皆さんとともに重ねていければと思います。

▲�宇陀紙でユニコーンを作る
ワークショップ

▲�チームワーク
ワークショップ

問政策推進課（☎82・3910／ IP ☎ 88･9094）
宇陀 エストニア プロジェクト

－子どもが学び、育ち、挑戦が生まれるまちへ－－子どもが学び、育ち、挑戦が生まれるまちへ－
　

子
ど
も
が
学
び
、
育
ち
、
挑
戦
が
生

ま
れ
る
ま
ち
へ
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

市
は
３
年
前
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
と
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
８
月
２

日
（
土
）
～
11
日
（
月
）
に
か
け
て
、

市
内
在
住
の
中
高
生
８
人
と
教
職
員
４

人
が
エ
ス
ト
ニ
ア
短
期
留
学
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

帰
国
後
の
９
月
28
日
（
日
）
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
短
期
留
学
の
成
果
を

報
告
す
る
「
エ
ス
ト
ニ
ア
短
期
留
学
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
現
地
で
の
学
び
や
体
験

を
自
分
の
言
葉
で
発
表
し
、
そ
の
成
長

を
共
有
し
ま
し
た
。

　

　

報
告
会
の
前
半
で
は
、
生
徒
に
よ
る

体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
現
地
で
挑
戦
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
仲
間
と
語
り
合
う

中
で
生
ま
れ
た
気
づ
き
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
の
学
び
を
振
り
返
り
、
次

の
行
動
を
自
ら
考
え
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
学
び
を
ど
う
活

か
す
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考

え
を
言
葉
に
し
、
他
者
の
思
い
を
受
け

止
め
、
丁
寧
に
対
話
す
る
姿
に
、
会
場

か
ら
は
温
か
な
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
心
を
動
か
さ
れ
た
」、「
こ
う
し

た
学
び
が
、
宇
陀
の
未
来
を
明
る
く
す

る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
を
始
め
て
３

年
。
自
ら
学
び
、
挑
戦
し
、
仲
間
と
協

働
す
る
姿
が
着
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
び
が
学
校
の
外
に
も
広
が

り
始
め
、
地
域
で
小
さ
な
変
化
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

市では、放課後や週末などに、子どもたちが仲間とともに挑戦
し、学びを深められる場づくりを進めています。
　子どもたちが安心して挑戦できる環境には、そばで支え、寄り添
う大人の存在が欠かせません。そこで、市では、子どもの学びを支
えられる大人を地域に広げていくことにも取り組んでいきます。
　その第一歩として、12 月に市内外の大人が参加し、子どもの学
びを支える視点を深め合う「学び合いブートキャンプ」を開催しま
す。子どもたちの「やってみたい！」に寄り添い、一緒に考え、背
中を押せる大人が増えていくことを願います。

～子どもが安心して挑戦できる環境へ～

　

市
で
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

企
業
と
の
連
携
協
定
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
も
と
に
、

買
い
物
・
物
流
支
援
の
課
題
解
決
に
向
け
て

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
新
た
な
配
送
手
段

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、

「
中
速
中
型
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
実
装
共
創
会

議
」
を
設
置
し
、
10
月
１
日
（
水
）
に
第
１

回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
経
済
産
業
省
、
奈
良
県
、
国

立
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
を
は
じ
め
、
民

間
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、
中
速
中
型
自
動

配
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
取
り
巻
く
状
況
や
制
度
活

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
情
報
共
有
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
地
域
で
活
か
し

て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
制

度
面
や
運
用
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
市
で
は
、
ま
ず
は
そ
の
基
盤
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
議
参
加：経
済
産
業
省
、近
畿
経
済
産
業
局
、

奈
良
県
、
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
、
パ
ー

ソ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ナ
ガ
セ
テ
ク
ノ
サ
ー

ビ
ス
、
N
e
x
t 

i
n
n
o
v
a
t
i
o
n
、

J
E
T
R
O 

奈
良
、
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

協
会
、
手
原
産
業
倉
庫
、
出
前
館
、
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険

▲�エストニアのロボティクス企業が開発した
　 中速中型自動配送ロボット「Clevon 1」

～なぜ、中速中型自動配送ロボットなのか～
　自動配送ロボットは、自動運転車やドローンと並ぶ、新しい配送手段のひとつです。2023 年 4 月の改正道路
交通法により、低速・小型ロボットが公道を走行できるようになり、国内でも自動配送サービスの実用化が進み
始めています。海外ではすでに、より速く、より多くの荷物を運べる「中速・中型」や「中速・小型」など、様々
なタイプの自動配送ロボットの実証実験やサービスが始まり、ルール整備も進んでいます。
　これらのロボットが社会に広がることで、物流の人手不足の解消や、買物が難しい方への支援など、暮らしの
課題解決に役立つことが期待されています。また、関連産業の発展によって、新たな雇用や経済効果を生み出す
成長分野としても注目されています。

活用シーンのイメージ

※経済産業省資料より抜粋
小売店商品・宅配便
を無人配送

無人で荷物を受け取り物流拠点から荷物を
無人配送

事業拠点間を無人配送
（B2B搬送）

無人で商品を販売

▲�都会の子と学び合う事を目的にドルトン
東京学園中高等部学生と共に学びました

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
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・
病
院

健
幸
プ
ラ
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知
ら
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市職員の給与と職員数など、　　　　
人事行政の運営状況をお知らせします

　地方公務員法第 58 条の２の規定に基づき、市の人事行政運営の公正性と透明性を高める目的で、職員
の給与や職員数、勤務条件などを公表します。� 問人事課（☎ 82・1303／ IP ☎ 88・9069）

部　　　　　局
職　員　数 対前年

増減数
対前々年
増減数R5 年 R6 年 R7 年

（1）　市長の事務部局の職員 503 527 551 24 48
ア　一般事務部局の職員 312 310 320 10 8
　（内訳）　本庁 297 295 305 10 8
　　　　　大宇陀地域事務所 5 5 5 0 0
     　       菟田野地域事務所 5 5 5 0 0
   　         室生地域事務所 5 5 5 0 0
イ　下水道事業の職員 0 0 5 5 5
ウ　宇陀市立病院の職員 191 217 226 9 35

（2）　議会事務局の職員 4 5 4 △ 1 0
（3）　市営水道の事務部局の職員 15 16 0 △ 16 △ 15
（4）　介護老人保健施設さんとぴあ榛原の職員 37 39 40 1 3
（5）　教育委員会の事務部局の職員 57 55 51 △ 4 △ 6
合　　計（1）+（2）+（3）+（4）+（5） 616 642 646    ４    30

区　分 職員数（人）
20 歳未満 1

20 ～ 23 歳 26
24 ～ 27 歳 54
28 ～ 31 歳 69
32 ～ 35 歳 49
36 ～ 39 歳 60
40 ～ 43 歳 61
44 ～ 47 歳 49
48 ～ 51 歳 72
52 ～ 55 歳 105
56 ～ 59 歳 64
60 歳以上 36

計 646

■部局別職員数の状況と増減数 ■年齢別職員構成（各年 4 月 1 日現在）
（令和 7 年 4 月 1 日現在）

※年齢別職員構成をみるとバランスが悪く特に 40 代未満の職員が非常に少ないため、30 歳代の職務経験者の採用を行う
など、将来の組織作りを見据えた取り組みを行っています

区　　　分
初任給（円） 宇陀市：経験年数別給料月額　（円）

宇陀市 国 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満

一般行政職 大学卒 225,600 220,000 268,000 294,600 330,200
高校卒 194,500 188,000 240,500 264,400 282,500

技能労務職 高校卒 185,700 ー ー － 289,500

■職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（令和 7 年 4 月 1 日現在）

※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です

区　分 職員数
（人） A

給　　　与　　　費　（千円） 一人当たり給与費
（千円）B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B 対前年比較

R4 年度 338 1,291,435 256,601 492,145 2,040,181 △ 113,890 6,036
R5 年度 340 1,295,631 253,105 541,844 2,090,580 50,399 6,149
R6 年度 340 1,290,945 252,054 538,958 2,081,957 △ 8,623 6,123

■職員給与費の状況　（普通会計決算）

○普通会計とは、市の全部の会計から公営企業などの特別会計（病院、水道、介護老人保健施設、下水道など）を除いたものです

区　分 住民基本台帳
人口（人）

歳出額（千円） 
A

実質収支
（千円）

人件費（千円） 
B

人件費率 
B/A（％）

人件費対前年
比較（千円）

R4 年度 27,697 19,480,722 465,604 3,058,178 15.7 △ 266,351
R5 年度 27,094 21,040,259 399,918 3,132,311 14.9 　　74,133
R6 年度 26,413 22,622,488 367,649 3,198,240 14.1 　　65,929

■人件費の状況　（普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか、議員・委員等報酬、特別職給料、市町村職員共済組合負担金などを含みます

給与、職員の任免および職員数に関する状況
◆職員数は令和 6年度から令和 7年度において、新規採用者数が 65人、退職者数 61人、全体で 4人の増数となりました。

職員の勤務時間・その他の勤務条件の状況
■勤務時間

※週休日、祝日に開館している施設については、4 週間で 8 日の
週休日を設けています

■職員の服務（地方公務員法第 30条に基づく）
①法令等及び上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の
禁止　③秘密を守る義務　④職務に専念する義務　⑤政治的行為
の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

■職員の研修の状況
○奈良県市町村職員研修センター実施分
各種階層別研修（新規採用職員研修／課長級職員研修／課長補佐
級職員研修／係長研修　等）
専門研修（パソコン研修／契約事務研修／メンタルヘルス研修／
法学研修　等）

■独自研修
新規採用職員研修／労務管理／ハラスメント／メンタルヘルス／人事
評価研修　など

月～金曜日（休日・祝日を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（うち休憩時間 60 分）

■年次有給休暇、特別休暇
○年次有給休暇：1 年に 20 日（現年付与分のみ繰り越し可能）
○病気休暇：負傷または疾病のため療養する場合の休暇（90 日）
○�特別休暇：骨髄提供のための休暇、裁判員等として出廷するための

休暇、ボランティアのための休暇、結婚休暇、産前・産後休暇　など

区　分 期末手当 勤勉手当 1 人当たり平均
支給額

宇陀市 2.50 月分 2.10 月分 1,585 千円
国 2.50 月分 2.10 月分 －

手当の名称 支給実績（千円） 1 人当たり平均
支給額（千円）

地域手当※ 41,421 121
特殊勤務手当※ 2,369 28
時間外勤務手当 81,516 319
扶養手当 33,434 217
住居手当 15,667 279
通勤手当 27,600 105
管理職手当 46,965 552

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（定年前 1 年につき 3％）

1 人当たり平均支給額 1,653 千円 20,635 千円

区　　分 給料・報酬月額（円） 期末手当 勤勉手当 退職手当（算定方法）

給料
市　長 697,000（820,000）

3.45 月分 －
給料月額×勤続年数× 520 ／ 100

副市長 612,000（680,000） 　　　　〃　　　　× 330 ／ 100
教育長 513,000（570,000） 　　　　〃　　　　× 240 ／ 100

報酬
議　長 430,000

3.45 月分 －副議長 360,000
議　員 330,000

処分の種類 処分者数（人） 処分の種類 処分者数（人）
分
限
処
分

降　任 0 懲
戒
処
分

戒　告 0
免　職 0 減　給 0
休　職 36 停　職 0
降　給 0 免　職 0

■特別職の報酬などの状況　（令和 6 年度分）

■期末・勤勉手当の状況（令和 6 年度分）

■その他の手当の状況　（令和 6 年度　普通会計決算）

■退職手当の状況　（令和 7 年 3 月 31 日現在）

○市では、平成 26 年 4 月か
ら市長は給料月額の 15％、
副 市 長 お よ び 教 育 長 は
10％の減額措置を実施し
ています。

　（　）は、給料減額前の額
です。

※地域手当：民間賃金の高い地域との給与水準の調整を図るため
支給する手当をいいます

※特殊勤務手当：著しく不快、不健康または困難な勤務に対して
給与上の特別な考慮を行うため、その勤務の特殊性に応じて支
給する手当をいいます

市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条例・規則等の規定に基づき
支給しています。また、市職員の定員管理等の詳しい内容は、市ホームページで来年 5 月頃公表します。

分限・懲戒処分、公平委員会への措置要求、不服申立

区　　分 件数
勤務条件に関する措置の要求 0
不利益処分に関する不服申立て 0

■公平委員会の状況　（令和 6 年度）

※職員は、給与など勤務条件に関し、公平委員会に対し、
市の当局より適当な措置をとられるよう要求することが
できます。また、懲戒処分など不利益な処分を受けたと
きは、同委員会に対し不服申立てをすることができます

■分限処分と懲戒処分　（令和 6 年度）
※分限処分とは、心身の故障等により職務を果たせない場合

に公務能率を維持するための処分をいいます
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非行があった

場合に行う処分をいいます
※処分者数については、延べ人数となります

区分
再就職の届出が
あった者（人）

再就職先（人）

民間企業 国・地方
公共団体 公共的団体等

課長級以上の職
にあった職員 5 ― 3 2

■退職者の再就職状況の概要
（令和 7 年 3 月 31 日退職者）

職員数は、各年
４月１日現在に
おける普通会計
に属する職員数

住民基本台帳
人口は、各年
3 月 31 日 現
在の人口
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三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）

に
よ
る
損
害
調
査
結
果
の
提
供
お

よ
び
利
用
に
関
す
る
協
定
締
結

問
危
機
管
理
課

危
機
管
理
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
１
３
０
４
／

・
１
３
０
４
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
０
）

・
９
０
７
０
）

贈らない・求めない・受け取らない
政治家の寄附禁止

選挙の有無に関わらず、政治家（候補者、
立候補予定者、現に公職にある者）が選
挙区内の人に寄附を行うことは禁止され
ています。ただし、政治家本人が自ら出
席する結婚披露宴における祝儀または葬
式や通夜における香典（通常一般の社交
の範囲内に限る）は除きます。

後援団体からの寄附禁止
政治家の後援団体（いわゆる後援会など）
が、選挙区内の人に対して、花輪、供花、
香典、祝儀その他これらに類するものを
出したり、後援団体の設立目的により行
う行事や事業に関する寄附以外の寄附を
すると、その時期がいつであっても罰則
の対象となります。

年賀状などのあいさつ状の禁止
答礼のために自筆で行う場合を除き、政
治家が選挙区内の人に対して年賀状など
のあいさつ状を出すことは、選挙の有無や
時期がいつであっても禁止されています。

あなたに知ってもらいたいあなたに知ってもらいたい

三ない運動三ない運動

問選挙管理委員会事務局（総務課内）
（☎ 82・1302／ IP ☎ 88・9068）

安
全
・
安
心
の
年
の
瀬
を
！

安
全
・
安
心
の
年
の
瀬
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
桜
井
警
察
署　
（
☎
０
７
４
４
・
46
・
０
１
１
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
危
機
管
理
課　
（
☎
82
・
１
３
０
4
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

　

私
た
ち
の
周
り
で
は
、
様
々
な
形
の
犯
罪

や
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

県
下
全
域
で
毎
日
の
よ
う
に
特
殊
詐
欺
の

予
兆
電
話
が
か
か
っ
て
お
り
、
市
内
で
も
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
へ
の
空
き
巣
被
害
や
車
上
狙
い
な
ど

も
発
生
し
、
身
近
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防犯アプリ
「ナポリス」
の登録を！

市内の発生状況
（1 月～ 10 月・概数）
【特殊詐欺】5 件
（被害額 3,418 千円）
【ロマンス詐欺】6 件
（被害額32,349千円）
【窃盗】９件
空 き 巣・ 忍 び 込 み・
倉庫荒らし・空き家
【交通事故】
 人身事故：25 件
 物損事故：559 件
 死者：0 人

　

年
末
・
年
始
は
人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ

し
く
な
り
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

地
域
や
家
族
の
間
で
「
声
か
け
・
な
が
ら

見
守
り
」
な
ど
、
防
犯
・
交
通
安
全
の
視
点

を
持
っ
て
、
被
害
に
遭
わ
な
い
地
域
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
災
害
等
に
よ
る
人
的
被
害
、

経
済
被
害
を
軽
減
す
る
減
災
の
備
え
を
一
層

充
実
す
る
た
め
、
災
害
応
急
対
策
や
災
害
復

旧
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
民
間
団
体
や

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
各
種
防
災
協
定
の

締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
内
で
水
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

迅
速
か
つ
効
率
的
に
罹り
さ
い災
証
明
書
を
発
行
し

早
期
の
生
活
再
建
に
つ
な
げ
る
た
め
、
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
市
が
10
月

10
日
（
金
）
に
損
害
調
査
結
果
の
提
供
お
よ

び
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

収益 2 億 3,516 万円
施設運営
事業収益 2 億 2,746 万円

介護報酬収益 1 億 9,343 万円
施設利用料収益 3,377 万円

その他 26 万円
施設運営事業外収益 763 万円

特別収益 7 万円

費用 2 億 3,898 万円
施設運営事業費用 2 億 3,584 万円

給与費 1 億 5,379 万円
材料費 2,047 万円
経　費 5,160 万円

減価償却費など 998 万円
施設運営事業外費用 291 万円

特別損失 23 万円

予 備 費

公 債 費

災害復旧費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費
総 務 費

議 会 費

その他交付金等

県支出金

国庫支出金

市  債

地方交付税

その他自主財源

繰 越 金

市  税

歳 入　収入済額　96億 7,962万円 （収入率41.0％） 歳 出　支出済額　82億1,429万円 （執行率34.8％）

（億円） （億円）予算額 執行済額　%は予算に対する執行率

0 20 40 60 80 100

1億3,883万円
（6,794万円・48.9%）

30億2,056万円
（8億3,361万円・27.6％）

（32億3,045万円・37.9％）
20億1,425万円

（7億2,140万円・35.8%）

（2億555万円・19.0％）

（1億9,991万円・21.9%）
20億3,360万円

（5億6,567万円・27.8%）
11億9,821万円

（5億5,305万円・46.2%）
19億1,672万円

（6億4,992万円・33.9%）
2億9,741万円

（1,039万円・3.5％）
24億5,830万円

（11億7,640万円・47.9%）
2,197万円

（0円・0.0％）

24億5,497万円
（15億6,461万円・63.7%）

4億9,747万円
（5億9,042万円・118.7%）
30億6,757万円

（4億1,785万円・13.6%）

28億7,370万円
（0円・0.0％）

（8億3,092万円・21.3%）
13億6,711万円

（8,855万円・6.5%）
10億8,114万円

（5億3,969万円・49.9%）

 10億8,421万円

9億1,221万円

85億3,467万円

100 80 60 40 20 0

（56億4,758万円・67.3%）

38億9,898万円

83億9,000万円

介護老人保健施設事業

特別会計名 予算現額（9月末現在） 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業 2 億 2,252 万円 499 万円（  2.2％） 2 億 2,044 万円（99.1％）
霊苑事業 740 万円 617 万円（83.4％） 94 万円（12.7％）
国民健康保険事業（事業勘定） 38 億 1,840 万円 15 億 228 万円（39.3％） 14 億 6,688 万円（38.4％）
国民健康保険事業（診療施設勘定） 7,270 万円 1,345 万円（18.5％） 2,886 万円（39.7％）
介護保険事業 41 億 1,000 万円 17 億 7,402 万円（43.2％） 16 億 5,577 万円（40.3％）
後期高齢者医療事業 7 億 3,630 万円 2 億 6,652 万円（36.2％） 2 億 6,100 万円（35.4％）

合計 89 億 6,732 万円 35 億 6,743 万円（39.8％） 36 億 3,389 万円（40.5％）

特別会計特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理するための会計です。
宇陀市では、6 つの会計があります。

企業会計民間企業のように利用料金などの収益
で運営している会計で、市では下水道・

市立病院・さんとぴあ榛原を企業運営しています。

収益 19 億 2,113 万円
医業収益 16 億 7,152 万円

入院収益 10 億 5,186 万円
外来収益 5 億 2,768 万円
その他 9,198 万円

医業外収益 2 億 4,961 万円

費用 19 億 4,168 万円
医業費用 19 億 1,428 万円

給与費 11 億 1,689 万円
材料費 2 億 5,286 万円
経　費 3 億 9,212 万円

減価償却費 1 億 4,906 万円
研究研修費 335 万円

医業外費用 2,722 万円
特別損失 18 万円

市 立 病 院 事 業

収益 3 億 6,673 万円
営業収益 1 億 628 万円
下水道使用料 1 億 566 万円
雨水処理負担金 60 万円
その他営業収益 2 万円

営業外収益 2 億 6,045 万円

費用 3 億 2,725 万円
営業費用 3 億 1,288 万円

給与費 785 万円
維持管理経費 5,898 万円
減価償却費 2 億 4,605 万円

営業外費用 1,437 万円

下 水 道 事 業

一般会計福祉や教育をはじめ、市の行政運営の基本的な経費が計上されている会計です。
令和７年度一般会計予算は、当初予算に 225億 9,895 万円を計上し、前年度からの繰越予算 2

億 2,172 万円と上半期の補正予算 8億 1,027 万円を合わせると 9月末現在の予算現額は、236億 3,094 万円となっ
ています。これは、令和５年度の同時期と比べると、5億 9,433 万円の増となっています。詳細は次のとおりです。

【
連
携
事
項
】

　

�

三
井
住
友
海
上
の
水
災

の
保
険
金
支
払
い
に
要

す
る
損
害
調
査
情
報
の

提
供

予算執行状況報告令和 7 年度上半期
（４月～９月）

皆さんに市の財政状況を知っていただくため、各会計の上半期執行状況をお知らせします。     
　　　　問財政課（☎ 82・1305／ IP ☎ 88・9071）※企業分のお問い合わせは、各企業へ

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
て
・
病
院

健
幸
プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

掲
示
板
・
う
だ
チ
ャ
ン
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「
認
知
症
の
不
安
ゼ
ロ
の
ま
ち
」

宣
言　

企
業
・
研
究
機
関
８
者

�
包
括
連
携
協
定
を
締
結

問
政
策
推
進
課

政
策
推
進
課
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
１
０
／

・
３
９
１
０
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
９
４
）

・
９
０
９
４
）

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
の
実
現
に
向
け

て
、
市
・
市
立
病
院
・
企
業
・
研
究
機
関
が

連
携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
と
予
防
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら

尊
厳
と
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
「
認

知
症
の
不
安
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市
な
ら

び
に
市
立
病
院
と
国
立
研
究
開
発
法
人
国

立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、

S
M
K
株
式
会
社
、
太
陽
生
命
保
険
株
式
会

社
、
株
式
会
社
太
陽
生
命
少
子
高
齢
社
会
研

究
所
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会

社
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
コ
ア
株
式
会
社
、

J
ー
M
I
N
T
認
定
推
進
機
構
株
式
会
社
の

８
者
が
、
10
月
27
日
（
月
）、
包
括
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
『
認
知
症
予

防
包
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
行
政
・
医

療
機
関
・
民
間
企
業
・
研
究
機
関
が
垣
根
を

越
え
て
連
携
し
、
認
知
症
予
防
の
啓
発
か
ら

自
助
の
推
進
ま
で
の
事
業
を
地
域
住
民
に
提

供
し
ま
す
。
専
門
的
な
知
見
と
地
域
社
会
の

力
を
融
合
し
、「
気
づ
き
」「
寄
り
添
い
」「
見

守
り
」
を
大
切
に
し
た
新
た
な
「
認
知
症
モ

デ
ル
」
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
般
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
認
知

症
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
め
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

榛
原
中
学
校
が
韓
国
全
州
萬
成

中
学
校
の
３
年
生
と
交
流

問
榛
原
中
学
校

榛
原
中
学
校　　
（
☎
（
☎
8282
・
１
１
７
５
／

・
１
１
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
１
２
５
）

・
９
１
２
５
）

　

榛
原
中
学
校
で
は
、
学
校
で
英
語
を
学
ぶ

意
義
を
感
じ
取
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
、
他
者
と
協
働
し
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
希
望
生
徒
を
対
象
に

韓
国
の
中
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
を
踏
ま
え
、
奈
良
県
観

光
局
よ
り
訪
日
旅
行
受
け
入
れ
の
依
頼
が
あ

り
、
10
月
22
日
（
水
）
に
韓
国
全
州
萬
成
中

学
校
の
３
年
生
22
人
が
榛
原
中
学
校
を
訪
問

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
韓
国
の
中
学
生
は
榛
原
中
学
校
の

生
徒
と
一
緒
に
給
食
を
と
り
、
音
楽
と
体
育

の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
放
課
後

に
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
互
い
の
生
活
や
文

化
を
交
流
し
た
り
し
て
親
睦
を
深
め
、
そ
の

日
の
夜
は
、
榛
原
中
学
校
の
生
徒
や
地
域
の

家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　

垣
内
校
長
は
「
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し

て
、
住
む
場
所
や
言
葉
は
異
な
っ
て
も
、
互

い
の
こ
と
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
こ
と
の
で

き
る
平
和
な
世
の
中
を
つ
く
る
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宇
陀
市
図
書
館
を

使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）、
文
化
会
館
に
て
第
９
回
「
宇
陀
市
図

書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
調
べ
る
力
」
の
育
成
を
目
的
に
、
公
益

財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
図
書
館
や
学
校
図
書
室
の
本
を
利
用

し
、
不
思
議
に
思
う
事
や
知
り
た
い
事
な
ど
自
ら
決
め
た
テ
ー
マ

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
小
学
生
の
部

15
作
品
、
中
学
生
の
部
３

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
特

に
優
秀
な
８
作
品
に
つ

い
て
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
「
教
育
長

賞
」
と
「
図
書
館
長
賞
」

の
上
位
２
作
品
を
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
図
書
館
の
活
用

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

調
べ
る
こ
と
の
喜
び
を
通

し
て
、
生
き
る
力
・
自
ら

考
え
る
力
を
培
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

青
少
年
健
全
育
成

啓
発
標
語

　

市
内
の
中
高
生
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）

問
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館　　
（
☎
（
☎
8282
・
４
７
４
９
／

・
４
７
４
９
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
１
１
０
）

・
９
１
１
０
）

菟
田
野
芳
野
で
国
際

交
流
体
験
を
実
施

問
観
光
課

観
光
課　　
（
☎
（
☎
8282
・
２
４
５
７
／

・
２
４
５
７
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
１
）

・
９
０
８
１
）

　

10
月
28
日
（
火
）、
芳
野
城
守
る
会
と
（
一
社
）
大
和
飛
鳥

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
連
携
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
訪
れ
た

中
学
生
24
人
を
迎
え
て
、
菟
田
野
芳
野
で
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
な
か
、
は
じ
め
て
の
芋
掘
り
に
生
徒
た
ち
は
笑
顔

い
っ
ぱ
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
、
一
緒

に
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
地
元
の
方
の
手
ほ
ど

き
で
焼
き
芋
づ
く
り
に
も
挑
戦
。
言
葉
の
違
い
や
文
化
の
壁
を

こ
え
て
、
自
然
の
中
で
心
温
ま
る
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
テ
ー
マ
】「
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行
防
止
・
あ
い
さ

つ
運
動
・
明
る
い
社
会
づ
く
り
・
未
来
の
希
望
・
い
の
ち

の
大
切
さ
・
友
達
や
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

【
中
学
生
の
部
】

〇
最
優
秀
賞

「
あ
り
が
と
う
」　
み
ん
な
で
言
え
る　
合
い
言
葉

�

榛
原
中
学
校　
１
年　
木き

ど堂　
琉る

か果
さ
ん

〇
優
秀
賞

ぼ
く
た
ち
の　
心
が
晴
れ
る　
あ
り
が
と
う

�

大
宇
陀
中
学
校　
１
年　
萬ば
ん
せ世　
恭き
ょ
う
へ
い平さ
ん

あ
い
さ
つ
で　
つ
な
が
る　
心
の
輪

�

菟
田
野
中
学
校　
３
年　
浅
井　
夢ゆ
め
み美
さ
ん

言
葉
の　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で　
つ
な
が
ろ
う　

�

室
生
中
学
校　
１
年　
井
谷　
拓た
く
む夢
さ
ん

【
高
校
生
の
部
】

〇
最
優
秀
賞

地
域
の
手　
み
ん
な
で
守
ろ
う　
子
ど
も
の
未
来

�

宇
陀
高
等
学
校　
３
年　
勝
本　
倖さ
ち
か嘉
さ
ん

〇
優
秀
賞

「
あ
り
が
と
う
」　
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を　
忘
れ
ず
に

�

宇
陀
高
等
学
校　

２
年　
福
井　
か
り
ん
さ
ん

詳しい内容については
（一社）大和飛鳥ニューツーリズム 理事　葛城 方
 ☎：0745-84-2498
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皆
さ
ん
の
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

手
話
が
わ
か
ら
な
く
て
も
そ
の

様
子
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で
楽

し
く
表
現
す
る
と
伝
わ
り
や
す
い

で
す
。

左手掌の横で掌を向き合
わせて右手２指を小さく
回す【汽車】

丸めた左手５指に沿って右
手を上下させながら左へ動
かす

第 65 回両手を揃えて並べ、親指
を曲げる動作を繰り返す

両手人差し指を編み棒に見
立て、毛糸を編むしぐさを
する

旅行

甲を上に向けた右手で左か
ら右へ山の形を描き【山】

右手２指を下に向け、指を
交互に出して斜め上へ進め
る【登る】

右手親指と４指を平行に伸
ばし、S 字状に前に出す

山登り

ドライブ

令
和
７
年
度
奈
良
県

自
治
功
労
者
表
彰

　

長
き
に
わ
た
っ
て
、
住
民
自
治
組
織
の
長
も
し
く
は
代
表

者
と
し
て
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
、
県
・
市
政

の
円
滑
な
推
進
に
協
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ

れ
た
方
々
で
す
。

【
奈
良
県
知
事
表
彰
】

　
泉
岡 

喜よ
し
み
ち
さ
ん　
前
川 

亮あ
き
らさ
ん　
横
谷 

益み
つ
お男
さ
ん

【
奈
良
県
自
治
連
合
会
会
長
表
彰
】

　
出
口 

茂し
げ
か
ず一
さ
ん　
瀧
岡 

功い
さ
おさ
ん

宝
く
じ
助
成
金
で

�
地
域
を
活
性
化
!!

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備

な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
か
ら
は
次
の
団
体
が
助
成
を
受
け
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
物
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

■
深
野
自
治
会

　
カ
ラ
ー
複
合
機
、カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、折
り
た
た
み
椅
子
、

折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル 問

市
民
協
働
課

市
民
協
働
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
２
１
３
０
／

・
２
１
３
０
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
５
）

・
９
０
８
５
）

問
市
民
協
働
課

市
民
協
働
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
２
１
３
０
／

・
２
１
３
０
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
５
）

・
９
０
８
５
）

山
本 

文あ
や
な那
選
手
・
恵え

れ

な
令
奈
選
手

親
子
揃
っ
て
全
国
大
会
出
場
＆

上
位
入
賞
！

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）

　

市
内
在
住
の
山
本 

文
那
さ
ん
、
恵
令
奈
さ

ん
親
子
が
全
国
大
会
出
場
結
果
報
告
の
た
め
、

10
月
10
日
（
金
）
に
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
親
で
あ
る
文
那
さ
ん
は
９
月
21
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回JKJO

全
日
本
シ

ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

娘
の
恵
令
奈
さ
ん
は
６
月
28
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
国
際
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦

・
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
」
で
３
位

に
、
８
月
31
日
（
日
）
開
催
の
「
が
ん
撲
滅

サ
ミ
ッ
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー　

シ
ン
デ
レ
ラ
カ

ッ
プ　

THE 

９
th
全
日
本
女
子
空
手
道
選
手

権
大
会
」
で
は
優
勝
と
親
子
揃
っ
て
全
国
大

宇
陀
市
戦
没
者
並
び

に
消
防
殉
職
者
追
悼

式
を
挙
行

問
厚
生
保
護
課

厚
生
保
護
課　　
（
☎
（
☎
8282
・
２
２
２
１
／

・
２
２
２
１
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
９
）

・
９
０
７
９
）

　

10
月
17
日
（
金
）、
市
文
化
会
館
に
お
い
て
「
宇
陀
市
戦
没

者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式
」
が
し
め
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
に
は
遺
族
や
関
係
者
の
方
々
約
2
0
0
人
が
参
列
さ
れ
、

式
辞
・
追
悼
の
辞
の
あ
と
献
花
を
行
い
、
戦
争
や
消
防
活
動
に

よ
り
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
、「
戦
没
者
遺
家
族
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
遺

族
に
よ
る
作
文
の
朗
読
な
ど
戦
後
80
年
特
別
事
業
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

編み物料理 ゲーム

会
出
場
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

オレンジリボンオレンジリボン
キャンペーンをキャンペーンを

実施実施
　11月は児童虐待防止月間
です。11 月 4 日 ( 火 )、榛
原駅前で啓発グッズの配布
を行いました。たくさんの
市民の皆さんへ啓発グッズ
を通してオレンジリボンを
知っていただく機会となり
ました。ご協力いただきま
した皆さん、ありがとうご
ざいました。

問こども未来課
（☎ 82・2236／ IP ☎ 88・9080）

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら
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育
て
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